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はじめに

1

日頃より新技術活用の取り組みについて、ご理解ご協力をありがとうございます。

国土交通省では、有用な新技術の積極的な活用と技術のスパイラルアップを目的として、事
後評価に重点をおいた「公共工事等における新技術活用スキーム」を運用しています。

民間事業者等により開発された有用な新技術を公共工事等において積極的に活用していく
ための制度であり、新技術情報提供システム（NETIS）を中核とする新技術情報の収集と共有

化、国土交通省発注工事（以下、「直轄工事」という。）等での活用導入の手続き、効果の検
証・評価、さらなる改良と技術開発という一連の流れを体系化したものです。

このため、本省に設置された新技術活用スキーム検討会議及び地方整備局等に設置された
新技術活用評価会議において、新技術の活用促進を図るため、有用な新技術（「推奨技術」、
「準推奨技術」、「評価促進技術」、「活用促進技術」）を選定しています。

「有用な新技術」は逐次追加・削除されることがありますので、「有用な新技術」の検索方法を
とりまとめました。

本書が、今後の公共工事等の品質確保並びに良質な社会資本の整備の一助となれば幸い
です。



「新技術情報提供システム」による「有用な新技術」の検索

手順Ⅰ. 登録されている全ての「有用な新技術」 を検出 手順Ⅱ. 「有用な新技術」 の検索方法には、
① 「工種」 による絞り込みと、
② 「キーワード」 による絞り込みがある① 「有用な新技術の選択」欄 の全ての □ （ 「推奨技術」 「準推奨

技術」 「評価促進技術」 「活用促進技術」 ） をクリックし、チェッ
ク（ ） を入れる。

② をクリックする。

• ⇒ 全ての「有用な新技術」 が検索される。

① 「工種」 による絞り込みは、「絞り込み検索」欄 から検索したい

新技術の「工種」 を選定してクリックする。

② 「キーワード」 による絞り込みは、「検索キーワード」欄 に検索

したい新技術のキーワードを記載する。

この条件で検索

① クリック

② クリック

①

②
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「新技術情報提供システム」による「有用な新技術」の検索

手順Ⅲ . ①「工種」による 「有用な新技術」 の絞り込み の 「 例 」

「 例 」 :   a.  検索したい新技術の「工種」 を「コンクリート工」 から絞り込むこととする。

b. 「絞り込み検索」欄 から ①「コンクリート工」 を選定し、クリックする。

c. その後 「 ②施工管理 - ③施工管理 - ④品質管理 」 の順番にクリックしていく。

d. 「工種」による「有用な新技術」の絞り込みが行われ、コンクリート工 - 施工管理 - 施工管理 - 品質管理 の新技術が検索される。

②クリック

③ クリック

④ クリック

① クリック

技術名をクリック

「コンクリート工 - 施工管理 - 施工管理 - 品質管理」 により絞り込まれた画面
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「新技術情報提供システム」による「有用な新技術」の検索

手順Ⅲ . ②-1「キーワード」による 「有用な新技術」 の
絞り込み

① 絞り込みたい「キーワード」 を 「検索キーワード」欄 に記載する。

② 「キーワード」 が２つ以上の時、「キーワード」 が両方とも必要
な時 （and） は、「キーワード検索条件を追加」 をクリックして
記載欄を増やし、「キーワード」 を記載する。

③ どちらかが必要な時 （or）は、横並びの記載欄に記載する。

④ をクリックする。この条件で検索

①

手順Ⅲ . ②-2「キーワード」による 「有用な新技術」 の
絞り込み の 「 例 」

「 例 」 : a. 絞り込みたい「キーワード」 を「温度」「養生」として

検索される新技術をもとめる。

b. 「検索キーワード」欄 に「キーワード」 として、①「温度」

と ②「養生」 を記載する。

c. をクリックする。

d.  「キーワード」による「有用な新技術」の絞り込みが行

われ、「温度」「養生」の新技術が検索される。

この条件で検索

② クリック ④ クリック

クリック

② 養生

① 温度

技術名をクリック

「温度」「養生」により絞り込まれた画面
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「新技術情報提供システム」による「有用な新技術」の検索

手順Ⅳ. 検索技術の申請資料を確認

① 「 絞り込み検索した技術 」の技術名をクリックする。
⇒ 新技術概要説明情報 が表示される。

「技術の位置付け」 から「活用促進技術」であることが
確認できる。

参考 : 「評価結果」 の見方

① 「評価結果」 は「技術の位置付け」欄 で確認出来る。
ここでは 「推奨」 「準推奨」 「評価促進」 「活用促進」 の
区別が表示される。

①
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公共工事等に関する技術の水準を一層高めることを目
的に、本省が設置する新技術活用スキーム検討会議
によって選定した画期的な新技術です。また、国土交
通省が所管する表彰制度において内閣総理大臣賞・
国土交通大臣賞を受賞したNETIS登録技術も選定され
ます。

地方整備局が設置する新技術活用評価会議によって
総合的に活用の効果が優れている技術等として選定さ
れた新技術です。 また、国土交通省が所管する表彰
制度において内閣総理大臣賞・国土交通大臣賞以外
を受賞したNETIS登録技術も本省に よって「活用促進
技術」として選定されます。

新技術活用スキーム検討会議が他機関等の実績に基
づき、公共工事等に関する技術水準等を高めることが
見込める技術として選定した新技術です。

推奨技術

準推奨技術

活用促進技術

評価促進技術

参考①：有用な新技術とは
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参考② :  表彰内容の見方

手順 １. 「表示項目の選択」から「検索結果一覧項目の設定」を検索

① 「表彰内容」 は、「表示項目の選択」 をクリックすることにより表示される「検索結果一覧項目の設定」 により検索する。

①
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参考② :  表彰内容の見方

手順 ２. 「検索結果一覧項目の設定」で「表彰内容」を検索

表彰内容

① 「検索結果一覧項目の設定」 には 「表彰内容」 が記載されているので、検索したい表彰の □ （ 「国土技術開発賞」 「インフラDX大賞」
「インフラメンテナンス大賞」 「日本建設機械施工大賞」 「日本オープンイノベーション大賞」「宇宙開発利用大賞」「ものづくり日本大賞」
「日本スタートアップ大賞」「ロボット大賞」） をクリックし、チェック（ ） を入れる。

② 表示項目を設定 をクリックする。

⇒ 選択した「表彰項目」 が検索される。 （ チェック（ ） を入れた項目は、全て検索される。）

①

②
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参考② :  表彰内容の見方

手順 ３. 選定した「表彰項目」 の表示画面

① 検索した「 表彰項目 」 が選定され、該当する新技術には 印がつく。
（ スペースの関係で選定した表彰項目が全て表示がされない場合は、③「CSV出力」 をクリックして確認する。）

② 確認したい「表彰項目」 について、右 をクリックすると、該当する新技術が前に表示される。

①

②

③
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